
日本医史学雑誌第48巻第3号(2002) 166

明
治
三
十
九
年
、
日
露
戦
争
の
体
験
に
基
き
、
軍
医
学
校
の
軍

陣
外
科
の
一
分
科
と
し
て
口
腔
外
科
が
加
え
ら
れ
、
其
の
教
育
に

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
教
授
の
石
原
久
が
依
嘱
さ
れ
た
。

明
治
四
十
年
、
軍
医
学
校
に
初
め
て
歯
科
専
攻
生
徒
を
選
定
し
、

之
を
大
学
病
院
に
依
嘱
し
石
原
久
講
師
の
指
導
を
受
け
し
め

た
。
明
治
四
十
一
年
六
月
一
日
、
軍
医
学
校
診
療
部
を
開
始
し
、

学
生
実
習
の
た
め
歯
科
を
含
む
外
来
診
療
を
行
っ
た
。
明
治
四
十

二
年
一
月
、
初
め
て
二
等
軍
医
岡
島
格
口
腔
外
科
専
任
教
官
に

任
ぜ
ら
れ
、
二
月
普
通
学
生
に
、
軍
陣
外
科
学
、
軍
陣
衛
生
学
等

と
共
に
口
腔
外
科
が
授
け
ら
れ
た
。
明
治
四
十
二
年
二
月
制
定

「
陸
軍
軍
医
学
校
教
育
細
則
」
、
教
育
要
目
、
第
十
二
条
軍
陣
外
科

に
、
「
：
：
：
口
腔
外
科
ニ
在
リ
テ
ハ
、
平
戦
時
二
於
ケ
ル
歯
牙
疾
患

二
関
ス
ル
主
要
ノ
学
説
ヲ
講
述
シ
、
診
断
治
療
並
二
歯
牙
保
存
二

関
ス
ル
実
習
ヲ
行
う
」
と
あ
る
。

70

陸
軍
で
用
い
ら
れ
た
歯
科
雲
と
歯
科
機
械

下
総
高
次

演
者
の
手
許
に
、
「
療
具
教
程
」
医
第
十
九
号
、
明
治
四
十
二
年

二
月
発
行
。
「
療
具
用
法
」
医
第
五
十
号
、
明
治
四
十
三
年
五
月
発

行
。
夫
々
陸
軍
検
閲
済
、
陸
軍
医
務
局
長
森
林
太
郎
Ⅱ
検
定
の

二
冊
が
あ
る
。
当
該
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
医
療
器
械
の
う
ち
、

「
歯
科
嚢
」
、
「
歯
科
器
械
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

歯
科
嚢
内
容
品
（
隊
用
）

一
、
手
用
旋
盤
器
（
一
個
）
穿
孔
子
ヲ
廻
転
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
デ
、
前

歯
及
臼
歯
ノ
ー
部
二
用
ヒ
ル
。

二
、
直
角
旋
盤
器
「
ラ
イ
ト
ア
ン
グ
ル
」
（
一
個
）
手
用
旋
盤
器
二

依
り
達
シ
難
キ
部
位
二
用
イ
ラ
ル
・

三
、
穿
孔
子
（
十
二
本
）
長
短
二
種
ア
リ
。
長
キ
モ
ノ
ハ
手
用
旋
盤

器
二
、
短
キ
モ
ノ
ハ
直
角
旋
盤
器
二
装
着
シ
テ
使
用
ス
。
長
短

両
種
共
二
錐
状
穿
孔
子
一
、
窩
洞
用
穿
孔
子
五
ア
リ
。

四
、
歯
鏡
（
一
個
）
患
部
ノ
像
ヲ
映
シ
診
療
ヲ
行
う
。

五
、
副
子
「
エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ
ー
」
（
五
本
）
齪
蝕
牙
質
ヲ
副
去
ス

ル
ニ
用
ヒ
ラ
ル
モ
ノ
。

六
、
探
針
（
一
本
）
醗
蝕
ノ
程
度
・
状
態
、
歯
髄
ノ
生
死
等
ヲ
探
ル

ー
用
フ
。
又
綿
線
維
ヲ
纒
絡
シ
テ
歯
根
内
ノ
拭
浄
、
薬
液
挿
入

ノ
用
二
充
ッ
。
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七
、
充
填
子
（
二
個
）
「
グ
ッ
タ
ペ
ル
カ
」
又
ハ
「
セ
メ
ン
ト
」
充

填
用
。
球
端
二
終
ル
モ
ノ
扁
平
ナ
ル
モ
ノ
ト
ア
ル
。
八
、
歯
鏡

以
下
四
種
共
用
把
柄
（
二
本
）
。

九
、
抜
髄
針
（
六
本
）
細
針
二
多
数
ノ
鉤
ヲ
刻
ミ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
歯
髄
ヲ
抜
去
ス
ル
ニ
用
ヒ
ラ
ル
・

十
、
鉤
状
針
（
二
本
）
細
針
ノ
端
二
鉤
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

微
小
ナ
牙
質
欠
損
等
ヲ
検
ス
ル
ニ
用
フ
。

十
一
、
右
二
種
共
用
把
柄
二
本
）
。

十
二
、
歯
用
錦
子
「
ピ
ン
セ
ッ
ト
」
（
一
個
）
歯
牙
動
揺
ノ
有
無
．

程
度
ヲ
試
ミ
、
根
部
二
打
診
、
綿
球
ニ
ョ
ル
拭
去
・
消
毒
、
薬

液
塗
布
等
二
用
ヒ
ラ
ル
。

歯
科
嚢
は
、
以
上
の
諸
器
械
を
洋
銀
製
箱
に
入
れ
、
更
に
茶

褐
色
革
製
の
雲
に
納
め
た
も
の
で
あ
る
。

歯
科
器
械
内
容
品
（
病
院
用
）

歯
科
嚢
内
容
品
と
同
じ
も
の
に
、
更
に
次
の
品
目
が
加
わ
る
。

一
、
除
石
子
（
四
本
）
歯
石
ヲ
除
去
ス
ル
ニ
用
ヒ
ル
。
使
用
ス
ベ

キ
部
位
二
応
ジ
四
種
ノ
形
態
ア
リ
。

二
、
充
填
子
（
二
本
）
末
端
ノ
膨
大
部
二
縦
横
ノ
刻
目
ヲ
備
ヘ
タ

モ
ノ
デ
、
「
ア
マ
ル
ガ
ム
」
充
填
二
用
イ
ラ
ル
。

三
、
セ
メ
ン
ト
篦
・
練
盤
（
各
一
個
）
。

四
、
根
管
充
填
針
（
一
本
）
歯
根
管
内
二
充
填
材
ヲ
圧
入
ス
ル
ニ

用
ヒ
ル
モ
ノ
。

五
、
抜
歯
鉗
子
（
五
個
）
内
一
個
ハ
歯
冠
ノ
切
断
用
、
他
ノ
四
個
ハ

前
歯
・
臼
歯
ノ
抜
歯
用
。

六
、
挺
子
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
（
四
個
）
羊
足
状
ノ
モ
ノ
、
真
直
ノ
モ

ノ
、
直
角
二
曲
レ
ル
モ
ノ
（
対
）
ノ
三
種
ア
リ
。
七
、
挺
子
共

用
把
柄
二
本
）
。

八
、
歯
齪
鋏
（
一
個
）
。
九
、
歯
齪
刀
（
一
個
）
。

十
、
乾
燥
器
（
一
個
）
歯
牙
窩
洞
ノ
清
掃
卜
乾
燥
。

十
一
、
洗
漉
器
（
一
個
）
創
面
、
瘻
孔
等
ノ
洗
潅
。

歯
科
嚢
及
び
歯
科
器
械
は
、
明
治
四
十
一
年
頃
か
ら
陸
軍
の
各

軍
団
に
導
入
さ
れ
、
日
本
歯
科
商
社
（
明
治
二
十
九
年
創
業
）
を
通

じ
て
納
入
さ
れ
た
と
い
う
。
以
上
の
諸
器
械
は
、
歯
牙
を
保
存
す

る
目
的
の
も
の
と
、
抜
歯
用
と
に
大
別
で
き
る
形
式
で
整
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
四
個
の
挺
子
を
一
本
の
共
用
把
柄
と
し
、
歯

鏡
他
四
種
の
共
用
把
柄
、
抜
髄
針
、
鉤
状
針
（
対
）
を
共
用
把
柄

に
す
る
な
ど
、
簡
易
か
つ
携
帯
に
便
利
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（
大
垣
女
子
短
期
大
学
）


